
 

 
令和４年５月 12 日  

 

「米軍無人偵察機（トライトン）の岩国基地への一時展開」について（事後） 

 

 このことについて、中国四国防衛局長が来庁され、下記のとおり説明がありましたの

でお知らせします。  

 また、この説明を受けて、明日（ 13 日）、山口県基地関係県市町連絡協議会として、国

に対して要請を行いますのでお知らせします。  

 

記 

 

１ 日 時  令和４年５月 12 日 10：00～10：20 

２ 場 所  岩国市役所３階  政策審議室 

３ 来訪者  防衛省中国四国防衛局長 今給黎 学（いまきゅうれい まなぶ） 

４ 応対者  岩国市長   福田 良彦（ふくだ よしひこ） 

５ 説明の概要 

⑴ 今給黎局長からの説明 

○本日は、米軍無人偵察機の日本国内への一時展開について説明するためうかがった。 

○まず、今般の米軍無人偵察機の一時展開の背景についてであるが、我が国を取り巻

く安全保障環境が厳しさを増し、周辺国の軍事活動が活発化する中、情報収集・警

戒監視・偵察（ＩＳＲ）活動はますます重要となっている。  

○我が国を取り巻く安全保障環境については、  

・中国は、尖閣諸島周辺を含む東シナ海を中心に、我が国周辺海空域における活

動を急速に拡大・活発化しており、先日も沖縄南方海域で中国の空母遼寧が艦

載機の発着艦を行うなど日本海・太平洋における活動を含め、今後一層拡大・

活発化することが見込まれる。  

・また、北朝鮮は、瀬取りを含む違法な海上での活動を継続している。  

・更に、今般のロシアによるウクライナ侵略は、欧州のみならず、アジアを含む

国際秩序の根幹を揺るがす行為であり、こうした力による一方的な現状変更の

試みを東アジアで許してはならず、そのためには、平素から日米同盟の抑止力・

対処力を強化する必要がある。  

○このため、特に、優れたＩＳＲ能力を有する米軍との協力は極めて重要であり、米

軍は 2014 年以降グアムを拠点に運用されている米軍の無人偵察機を日本に一時的

に展開してきたところである。  

○本年における米軍の無人偵察機の日本への展開について具体的に説明する。  

・米空軍のグローバル・ホークについては５月中下旬頃から約５か月間横田飛行

場に展開する。  

・また、米海軍のトライトンは５月中下旬頃から約５か月間岩国飛行場に展開す

ることとなった。トライトンは、グローバル・ホークを海洋監視用に改良した

機種である。 
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○先程申し上げた周辺国の動向を踏まえると、我が国周辺地域における情報収集態勢

の強化は我が国の防衛上の深刻かつ喫緊の課題となっており、今般の一時展開は米

国による我が国防衛への揺るぎないコミットメントを示すとともに、我が国周辺に

おける監視能力の強化をもたらし、我が国の安全保障にとって有益なものである。 

○我が国を取り巻く安全保障環境が一層厳しさを増すなか、この米軍無人偵察機の一

時展開についても、日米同盟の抑止力を強化し、日本及び地域の安定に寄与するも

のと考えている。  

○岩国市長におかれては何とぞ御理解、御協力をいただけるようお願いする。  

 

⑵ 福田市長からの質問及び今給黎局長からの回答 

（福田市長） 

○数点確認させていただく。  

○トライトンの任務内容はどのようなものなのかうかがう。 

 

（今給黎局長） 

○トライトンはグローバル・ホーク同様、非武装の偵察システムで、優れた海洋監視

能力を有しており、広範囲を長時間飛行して、高解像度、全天候型の画像を撮影す

るなどの情報収集が可能と承知している。  

○今般のトライトンの一時展開は我が国周辺における海洋監視能力の強化をもたら

し、我が国の安全保障にとっても有益なものである。  

 

（福田市長）  

○トライトンの展開先として、昨年は三沢であったにも関わらず、なぜ今回岩国飛行

場に展開されることとなったのか、その理由についてうかがう。  

○また、来年以降もトライトンが岩国に一時展開するのではないかという懸念を有し

ているが、この点についてもうかがう。  

 

（今給黎局長） 

○今般トライトンが岩国飛行場に展開することになった理由については、グアムにお

ける夏季の天候の影響に加え、周辺海域の情報収集活動を適切に行うための位置関

係（地理的要素）、トライトンの運用に必要な施設・設備等、様々な観点から、米

側において総合的に検討した上で、日米間の調整を経て、我が国周辺を含む海洋に

おける監視能力の確保という目的を最も達成しうる展開先として、本年においては

岩国飛行場が選定されたものである。  

○また、来年以降のトライトンの一時展開については現時点で、具体的な計画は示さ

れていない。今後その有無を含め、様々な観点から米側において総合的に検討した

上で日米間での調整を経て決定されると承知している。  

○いずれにしても、米軍無人偵察機の一時展開については、引き続き速やかな情報提

供に努めてまいる。  

 

（福田市長） 

○トライトンの岩国飛行場への具体的な展開スケジュールや性能、岩国飛行場への運

搬方法、また、運用の概要についてうかがう。特に岩国飛行場は、市街地に近接し 
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ており、かつ、海上にも有人の島や漁船などが航行しており、トライトンの運用に

関わる安全性について大きな関心事項であるため、その具体的な説明をお願いする。 

 

（今給黎局長） 

○トライトンの岩国飛行場への展開スケジュールと、その概要について説明する。岩

国飛行場に展開する機数については１機で、５月中下旬頃から約５か月間展開する

計画で、グアムから岩国飛行場に直接飛来する予定である。  

○その運用のための要員（パイロットや整備員等）については約 50 名を予定してお

り、必要な機材が岩国飛行場に配置される。  

○トライトンは海洋監視を任務とする非武装の偵察システムであり、基本的な性能等

はグローバル・ホークと同程度であると承知している。 

○トライトンの運用概要とその安全性について説明する。トライトンの活動範囲につ

いては南シナ海や東シナ海を含む西太平洋全域と承知している。  

○トライトンの離着陸時は岩国飛行場内に設置される機体の操縦を行うための設備

から、また、離陸後の上昇により十分な高度に至った後は米国にある施設から、そ

れぞれ米海軍のパイロットが操縦する。  

○トライトンは我が国の航空法上は無人航空機には該当せず、航空機に該当するもの

とされ、その上で我が国における運用に際して飛行場の使用や運用の安全性確保の

観点から調整を要する事項等について日米関係当局で協議の上、必要な手続等を定

めている。 

○基本的には通常の航空機が航行しない５万フィート (約 15,000m)以上の高高度を

航行するとともに、有人の航空機と同様、航行に際しては、管制の指示に従うこと

となる。 

○また、離着陸のための上昇降下時など他の航空機と同じ高度帯を飛行する際につい

ては、管制の指示に従うことに加えて、有視界飛行方式で飛行する他の航空機に対

して（その時間と場所等の）必要な情報が提供されることとなる。  

○なお、トライトンは米国、欧州等においても同様の措置を講じた上で運用され、同

じ空域を共に利用する民間航空機等との共存も安全な形で図られており、これまで

重大な事故等は発生していないと承知している。  

 

（福田市長） 

○トライトンの岩国飛行場での運用頻度や運用時間帯、また、騒音の状況についてう

かがう。 

 

（今給黎局長） 

○トライトンの運用については岩国基地における他の米軍機と同様に日米の取決め

に準拠して運用されると説明を受けているが、具体的な運用頻度については、米軍

の運用に関わることであるため、お答えできないことを御理解願う。 

○トライトンの騒音についてであるが、小型民航機（いわゆるセスナ機など）と同程

度の騒音であると承知している。  

○ちなみに同型機であるグローバル・ホークの離陸時における距離 1,000 フィート

（約 300ｍ）での騒音は、76 デシベル程度とされ、トライトンもこれと同程度であ

ると米側から説明を受けている。  
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○このため、基地周辺住民に与える騒音の影響は少ないのではないかと考えているが、

いずれにしても、トライトンの運用に関して、米側に対して、安全面に最大限配慮

しつつ、地元の皆様に与える影響を最小限にとどめるよう求めるなど、しっかりと

対応してまいる。 

 

（福田市長） 

○トライトンの安全性に関して説明いただいたが、万一、飛行中に故障等が発生した

場合にはどのように安全確保されるのかうかがう。  

 

（今給黎局長） 

○トライトンのシステムは、故障等の不測の事態に備えた設計がなされており、例え

ば複数の通信回線が組み込まれるなどバックアップ機能が確保されている。  

○その上で、万が一、何らかの理由により通信が途絶した場合でも、機体は自律飛行

により事前にプログラムされた飛行経路を飛行し、あらかじめ設定した飛行場に自

動的に着陸する機能を有している。  

○また、エンジンに故障が発生した場合においても、バッテリーにより滑空が可能で

あり、万が一の際に備え、トライトンの操縦手は人命・財産を守るための緊急手続

をとるよう訓練を受けている。  

○さらに、我が国におけるトライトンの運用に際して、機器の不具合等が発生した際

にも安全な運航を確保するため、飛行場の使用や運用の安全性の確保の観点から調

整を要する事項等について、日米関係当局で協議の上、必要な手続等を定めており、

これらに従って運用することとしている。  

○これらにより、トライトンについては緊急時の場合も含めて、運用の安全性を確保

するものと考えている。  

 

（福田市長）  

○トライトンの安全性については理解したが、過去にトライトンがどういった事故を

起こして、どういった対応策を講じられているのかうかがう。 

 

（今給黎局長） 

○トライトンの事故については、試験段階の 2018 年において、クラスＡに分類され

る事故が発生したと承知している。  

○当事故の原因については、飛行中にエンジントラブルが生じ、機体の自律的な判断

によって安全に基地に引き返したものの、着陸機器の故障により着陸時に被害が

生じたものとされている。  

○こうした問題については、機体の改良により改善が図られている旨米側から説明を

受けている。 

○なお、実際の運用が開始された後にはこれまで重大な事故は発生していない。  

 

⑶ 福田市長からの要請 

○本市は米軍基地が所在する自治体として、これまで国の安全保障政策を尊重し、基

地の安定的運用には協力してきたところであるが、その運用に当たっては、住民が

安心して安全に暮らせることが確保されることが重要であると考えている。 
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○只今説明いただいたこのトライトンの一時展開について、説明では、恒常的な配備

ではなく米軍の運用の一環であるというふうに説明があったので、そのように受け

止めたいと思う。また、発生する騒音も小型民航機と同等ということ。また運用に

関わる安全性の確保への取組も実施されるとの説明であった。また基地周辺住民へ

の影響も少ないことから、今回、一時展開についてやむを得ないものと考えている。 

○しかしながら、約５か月間にわたる滞在であり、岩国基地で初めての展開となるこ

とから、政府として次の安心・安全対策等の要望項目をしっかりと対応していただ

くことをお願いする。 

（岩国市から要請項目）  

・日米合同委員会合意や岩国日米協議会における確認事項の遵守など、騒音対策、

安全対策について、万全を期すること。特に、無人機の飛行運用であることを

踏まえた安全対策を徹底すること。  

・一時展開の実施にあたっては、基地周辺住民に影響が及ぶことがないよう配慮

すること。 

・今回の展開が、なし崩し的に延長されることがないようにすること。  

○これらについては、県と連携して、文書で改めて要請をしたいと考えている。  

 

⑷ 今給黎局長の発言 

○只今の岩国市からの要請については、しっかりと受け止めた。   

○防衛省としても、岩国飛行場周辺の皆様が安心して安全に暮らせる環境を確保する

ことは極めて重要であると認識している。  

○この度の米軍無人機の一時展開についても、地元の皆様の思いをしっかりと受け止

めながら誠心誠意対応してまいる所存である。  

○引き続き御理解、御協力をいただくようお願いする。 

 

６ 今後の対応 

 山口県基地関係県市町連絡協議会（構成自治体：県、岩国市、柳井市、周防大島町

及び和木町）として、国に対し、文書要請を次のとおり行います。  

 

⑴ 要請内容 

今回の一時展開にあたり、以下の事項について国から米側に求めること。  

○日米合同委員会合意や岩国日米協議会における確認事項の遵守など、騒音対策、

安全対策について万全を期すこと。特に、無人機の飛行運用であることを踏まえ

た安全対策を徹底すること。  

○一時展開の実施にあたっては、基地周辺住民に影響が及ぶことがないよう配慮す

ること。 

○今回の展開が、なし崩し的に延長されることがないようにすること。  

 

⑵ 要請日 令和４年５月 13 日 

 

⑶ 要請先 

① 中国四国防衛局(11 時～) 

  ［防衛大臣あて］  
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（要請者）山口県基地関係県市町連絡協議会  

山口県総務部理事     近藤 和彦（こんどう かずひこ） 

             岩国市基地政策担当部長  穴水 辰雄（あなみず たつお） 

        （協議会構成自治体を代表して要請）  

②外務省 

［外務大臣あて］  同日付けで文書を郵送する予定  

③取材方法 

・中国四国防衛局での文書要請時の取材については頭撮り撮影のみ可能です。  

・要請活動は、頭撮りを含めて 15 分程度で終了する予定です。  

・要請後、ぶら下がり取材に応じます。  

・取材を希望される社は、前日 (12 日)17 時までに、山口県岩国基地対策室  益冨

（ますどみ）まで御連絡ください（電話 083-933-2349）。また、当日は広島合

同庁舎４号館１階ロビー (郵便局付近)に 10 時 50 分までにご集合ください。  

⑷ その他 

要請結果については、概要をとりまとめの上、記者配布します。  

 

以 上  

                                         

 

担当  

岩国市総合政策部基地政策課  TEL0827-29-5024 FAX0827-21-3572 



 



 
 



 


